Ｖ３_ＲＰＰＭＡＭ　インストールガイド　

平成21年11月23日版

～重要な変更点～

☆ ＲＰＰＣＡＬデータは、「Program Files」から「マイドキュメント」へ変更

☆ 保険薬局の基本情報はメインメニューの【基本情報】から入力

☆ レセプト印刷は、メニュー画面の［電子レセプト］より

☆ 薬袋印刷機能の追加（用量のチェック付）

☆ バックアップ機能追加（終了時に実行）

	【実行環境について】
XP、ＶｉｓｔａのＯＳが、動作保証ＯＳです。

NET Framework 2.0以降で動作する。Windows XP, Windows Vistaで動作。

今のところ.NET Framework 3.0 3.5 の新機能は使用せず。

注）Windowsのupdateは自動更新に。セキュリティソフトも忘れずに。

ハードディスクも故障します。必ずデータのバックアップを！！


○インストール手順
(1) プログラムのダウンロード
圧縮されたインストーラー( installer_nnnnnn.lzh )をマイドキュメント等にダウンロードします。

(2) プログラムの解凍と実行

マイドキュメント等に解凍します。「ｉｎｓｔａｌｌｅｒ」ホルダーが作成され、その中の４つのファイルとホルダーが表示されます。その中のｓｅｔｕｐ．ｅｘｅを実行します。

※Ｖ２（旧バージョン）からのバージョンアップでは、ＲＰＰＭＡＮの初回起動時、自動的に

「ＲＰＰＣＡＬ」ホルダーが「マイドキュメント」にコピーされます。

注）インストーラを使用していない場合および、起動メニューを削除した場合にはＶ２を見つけることができず、コピーは行われません。
※Ｖ３のバージョンアップ

　　アンインストール後、新しいセットアッププログラムを実行します。

　　注）Ｖ３バージョンのｒｅｃｅｐｔ．ｍｄｂはＶ２では使えません。

　　　※電子レセプト及びＤＡＳＮ等で作成したＣＳＶファイルも「マイドキュメント」の「ＲＰＰＣＡＬ」ホルダーに保存されます。

　　　　注）デスクトップにＲＰＰＣＡＬのアイコンが作成されなかった場合は以下のように操作する。

［スタート］→すべてのプログラム→ＲＰＰ→“ＲＰＰＣＡＬｖ３”を右クリック→ショートカットの作成→作成された“ＲＰＰＣＡＬ(2)”をデスクトップにドラッグします。
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　　　　　　　　　　　旧バージョン　→　　　　　　新バージョン

○追加された主な機能と項目  

(1)オンラインサポート

トップメニューからＲＰＰのホームページに接続され、ダウンロードコーナー、掲示板等が閲覧できます。

　(2)自動バックアップ

　　プログラム終了時、ＵＳＢメモリー等にｒｅｃｅｐｔ．ｍｄｂファイルをコピーします。初期設定では７日分保存されます。保存先は、メインメニューの【基本情報】から設定します。

　(3)保険薬局の基本情報は、メインメニューの【基本情報】から編集します。旧バージョンでは

ＲＰＰＣＦＧ．ｔｘｔを開く必要がありましたが、メインメニューから直ちに編集できます。

　　注）パスワードはＲＰＰＣＦＧ．ｔｘｔを開いて編集します。
  (4)画面の文字サイズが３段階に変更可（“標準”、“大”、“特大”）。

　(5)［医薬品管理ＣＨＫ］の患者毎明細が新たにＣＳＶファイルで保存できるようになりました。

　(6)処方薬の患者リストが作成できます。

［医薬品管理ＣＨＫ］から「処方薬患者検索」をクリックし、薬品名を入力します。

  (7)用法において、“その他“を選択すると、任意の用法を記入できます。

　(8)メインメニューの「用法設定(ＺＡＩＭＡＳ)」から新規の用法用量が登録できます。
  (9) 調剤日に変更された患者情報は［患者マスター］ボタンから更新できます。

　(10) 処方の印刷用メモは、薬剤情報提供書、お薬手帳、薬歴に印刷されます。また、電子レセのコメントとしても記録されます。

　(11)医薬品の経過処置・廃止の表示を追加しました。

　(12)併用禁忌が処方された時、警告が表示されます。
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(13)調剤薬品を選択すると、製剤写真が表示されます。調剤過誤を防ぐにはとてもよい機能です。

(14)薬袋印刷機能が追加されました。H21/11現在、７７品目、１～１２才で用量チェック付。
　

○レセプト印刷の変更点

　　レセプト印刷は、メニュー画面の［電子レセプト］選択後の［印刷］から入ります。

　　明細書一覧は、同様に　　　　　　　〃　　　　　　　　　［集計］から入ります。

　　注）電子レセプトはパスワードが必要です（既に登録されていればパスワードの入力を要求されません）。

○注意事項

　　・情報レベルは、初期値は「３」に設定されています。Ｖ２とは内容が異なっているためです。

　　・患者編集画面で、公費併用により患者負担が０になる場合、【一部負担金の割合】は公費適用前の負担割合を入力すること（給付割合が正しく出力されません）。

○対応状況等

　(1)特記事項に対応（ＣＳＶ、調剤報酬明細書に出力）。患者編集画面より、項目を選択します。

　(2)第４公費まで記載可（レセプト印刷では第２公費まで印刷）。
　(3)複数公費・部分公費対応。

　(4)３公費併用の場合、生活保護を保険者欄に印刷。

　(5)適用除外指定を公費ごとにできるようにした。

　(6)医薬品検索、患者検索において、

　　文字種別を区別しないようにした（ひらがな、カタカナ、全角、半角文字を同一と見なす）。　

　　　例１：あむろ、アムロ、ｱﾑﾛ　で検索 → ｱﾑﾛ***錠が表示されます。 

　　　例２：さかた、サカタ、ｻｶﾀ　で検索 → 坂田＊＊が表示されます。 

○未対応の項目

・分割調剤
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